
ホームページ制作
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取組実施詳細報告

【取組4】 ガイド内容の多言語化
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ガイド内容の多言語化

• 1回目のワークショップにより、行程が決まると、2回目のワークショップで各コンテンツの説明内容を博するため、事前に説明内容をまとめる

シートを作成し、各事業者に記入させる。

• 2回目のワークショップで、各事業者の記入内容を対面で把握しながら、ほかの事業者の助言等を踏まえ、ガイド内容を固め、ガイドサ

ポート資料に取り組む。

• 写真や画像を置き、簡単なフレーズで日本語、英語と繁体字を加え、制作した。
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ヨガのガイド資料
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ヨガのガイド資料

54



ヨガのガイド資料
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ヨガのガイド資料
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ヨガのガイド資料
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ヨガのガイド資料
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トレッキングのガイド資料
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トレッキングのガイド資料
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トレッキングのガイド資料
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トレッキングのガイド資料
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トレッキングのガイド資料
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サイクリングのガイド資料
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サイクリングのガイド資料
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サイクリングのガイド資料
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サイクリングのガイド資料
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サイクリングのガイド資料
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サイクリングのガイド資料
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サイクリングのガイド資料
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サイクリングのガイド資料
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カヤックのガイド資料
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カヤックのガイド資料
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カヤックのガイド資料
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カヤックのガイド資料

75



カヤックのガイド資料
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取組実施詳細報告

【取組5】 市場調査 （ATWSでの調査）とセールス
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ATWSでの市場調査

【日程】 令和5年9月11日（日）～14日（木）

【参加者】 クリエイティブアートデザインズ101合同会社（花田一男、三上剛史、下山裕美子）、島島価値創造合同会社 陳柏翰氏

【行程表】

【ATWS場所】 北海道 札幌市 札幌コンベンションセンターほか

【ATWS主催】 Adventure Travel Trade Association（ATTA）

【ATWSホスト】 ATWS北海道実行委員会

【ATWS参加者数】 64の国・地域より750名超

【ATWSテーマ】 調和 - Harmony
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日程 AM PM

9月10日（土） 青森空港・仙台空港 ⇒ 新千歳空港 新千歳空港 ⇒ 札幌市内

9月11日（日） Day of Adventure （アドベンチャーツアー体験） Day of Adventure （アドベンチャーツアー体験）

9月12日（月） ATWS 分科会 オープニングセレモニー

9月13日（火） 商談会 商談会

9月14日（水） ATWS 分科会 札幌市内 ⇒ 新千歳空港 ⇒ 青森空港・仙台空港



プログラム（太字赤字は参加したセッション）

日程 AM PM

9月10日

（土）

チェックイン

9月11日

（日）

ATWS Day of Adventure （アドベンチャーツアー体

験）

• ATWS Day of Adventure （アドベンチャーツアー

体験）

• 歓迎会

9月12日

（月）

• ATTAコミュニティの活性化（オリエンテーション）

• オープニング+アドベンチャーツーリズム業界の現状

• アジア太平洋地域のアドベンチャー旅行市場の動向と

洞察

• AIと人のつながりでセールスとマーケティングの調和を

実現

• ファミリービジネス - 実行と継承

• 交渉の余地のない持続可能な目的地を構築するために

は

• インクルーシブツーリズムに関するQ&A

• 【アートワークショップ】 書道

• アジア太平洋地域のアドベンチャー旅行市場の動向と洞

察

• アジア太平洋アドベンチャーツーリズムの協力的かつ持続

可能な未来

• AIと人のつながりでセールスとマーケティングの調和を実現

• 【アウトドア体験】 短距離のサイクルツーリズム

• 交渉の余地のない持続可能な目的地を構築するため

には

• 気候変動リーダー向けワークショップ: ビジネス変革とテク

ノロジーによる旅行による排出量の削減

• インクルーシブツーリズムに関するQ&A

• 【アートワークショップ】 書道

• リスクと危機管理のナビゲート

• 再野生化を通じて内部の調和を見つける

• オープニングセレモニー
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プログラム（太字赤字は参加したセッション）

日程 AM PM

9月13日

（火）

• ATCF（Adventure Travel Conservation Fund）

メンバーとの朝食会

• 【日本文化体験】 空手道体験

• 世界と私たち自身を再野生化する

• 【アウトドア体験】 長距離のサイクルツーリズム

• シティツアー

• 【日本文化体験】抹茶体験

• 商談会（午前の部）

• 【アートワークショップ】 書道

• 【日本文化体験】 禅体験

• ウェルネス写真ワークショップ：温泉と旅館

• 商談会（午後の部）

• アドベンチャーアクセラレーター: デジタルノマドとリモートカ

ルチャー

• 【アートワークショップ】 ムックリ（アイヌの口琴）

• リセット・ツーリズム・ファンドによるアドベンチャー・イノベー

ション・チャレンジ

9月14日

（水）

• 【日本文化体験】 空手道体験

• ビジネスと持続可能性の調和

• 先住民族およびコミュニティ観光への投資

• 人間中心のツールとテクノロジーの力を解き放つ

• アドベンチャーアクセラレーター: アドベンチャートラベル

ガイドスタンダード

• メディアコネクト

• シティツアー

• 【アートワークショップ】 書道

• 先住民族およびコミュニティ観光への投資

• 人間中心のツールとテクノロジーの力を解き放つ

• アドベンチャーアクセラレーター: サイクリングツーリズム

• 【アウトドア体験】 短距離のサイクルツーリズム

• メディアコネクト

• 日本のサプライヤーのための持続可能性と気候変動対

策

• 【アートワークショップ】 書道

• 和の国

• 閉会式
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【市場調査】 参加したセッション概要
ATWS Day of Adventure （アドベンチャーツアー体験）

【概要】

北海道をパドル、ハイキング、サイクリングで巡りながら、自然との調

和という日本人の考え方を体験し、独特の風景、美食、そして魅

力的なアイヌ文化について学ぶことができるツアー。31ツアーの中、

1人が1ツアーを無料に参加することが可能。今回岩木川のライト

トラスアロンの内容と似ている内容、または活用するアクティブティが

組まれているツアーを抽出し、以下の4ツアーに参加した。

• DOA11「ニセコのサイクリング＆トレッキング」

• DOA16「ウトナイ湖カヌー＆サイクリング体験」

• DOA20「豊平川サイクリング＆カヌー」

• DOA27「白老のアイヌ文化とポロトの森散策」

【参加様子】

集合場所からそれぞれのツアーに参加し、サイクリング、トレッキング、

カヤッキングの視点で、受け入れ環境を自ら体感し、先進地である

北海道の事業者の取組を学んできた。

• 「ニセコのサイクリング＆トレッキング」：大人数のサイクルの運搬

と道具の取りまとめる方法。

• 「ウトナイ湖カヌー＆サイクリング体験」：大人数のカヤックの運

搬とカヌー途中でのガイド手法。

• 「豊平川サイクリング＆カヌー」：車の多い道路でのサイクリング

ガイド手法。

• 「白老のアイヌ文化とポロトの森散策」：地域文化を取り入れ

たストーリーの構成。
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【市場調査】 参加したセッション概要
オープニング+アドベンチャーツーリズム業界の現状

【概要】

ATWSの幕を開け、ATTA のCEOから「アドベンチャー トラベル業

界の現状」について話を聞く。このオープニングセッションを通じて、日

本と海外の人々にとってサミットのテーマ（「調和」）が何を意味す

るのかを学び、私たちの国際社会で何が起こっているのかを知る。

【参加様子】

目視で約400名の出席者が着席したホールでオープニングが行わ

れ、北海道を中心に紹介されたが、JNTOのプレゼンテーションにお

いては、東北が多めに紹介された。その後ATTAのCEOから、

ATWS2022を振り返り、アドベンチャーツーリズムの現状を紹介し

た。特に2023年にアドベンチャーツーリズムが新型コロナウイルス感

染症流行の影響から脱却し、著しく成長していく勢いを期待できる

ことと、持続可能な観光を配慮するツアーがより顕著になっているこ

とを言及した。

82

【形式】プレナリー



【市場調査】 参加したセッション概要
アジア太平洋地域のアドベンチャー旅行市場の動向と洞察

【概要】

アジアの冒険旅行者は再び移動を始めており、まもなくかなりの数

に達すると予測する中、アジアのアドベンチャー トラベルの専門家は、

新鮮な調査と洞察をもとに、旅行者の微妙なニュアンスや期待、テ

クノロジーが旅行者の体験をどのように形成しているか、持続可能

性が優先事項であるかどうか、またどのように優先されているか、目

的地と受け入れ側の事業者がこの重要な区間の再開をどのように

適切に活用できるかについて共有する分科会。

【参加様子】

3つのパーツに分かれており、マクロの視点によるアジアの市場分析、

サスティナブルツーリズムとアドベンチャーツーリズムに関心を持ってい

る旅客の特徴についての説明だった。

• アジアへの観光客は、2024年にコロナ前2019年を超える予

測。

• 東南アジア諸国、インド、オーストラリアの観光客は地域への経

済貢献が重要と思っている傾向。

• 東南アジアの観光客は、日本より旅行の中、サスティナブルツー

リズムを意識する傾向が高い。

• 近年のトレンドとして、農村や自然でのツアー。または複合して

いるツアー。その中、地域や文化についての知識が求められてい

る。
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【市場調査】 参加したセッション概要
AIと人のつながりでセールスとマーケティングの調和を実現

【概要】

ツアーオペレーターの成長エージェンシー10x Tourismとセールス

AIプラットフォームSalesRookの創設者であるマックス・ハーディが、

今年のサミットのテーマを織り交ぜながら、予約の増加を目指すベテ

ラン冒険旅行ビジネスオーナー向けの魅力的なワークショップを開催

する。最先端のAIテクノロジーと本物のヒューマンコネクションを融合

させ、最小限のコストで効率化を実現する革新的な顧客獲得戦

略を見ることができる。WhatsAppやChatGPTのようなツールのパ

ワーを解き放ち、温かく適格なリードを生み出し、セールスやコンテン

ツマーケティングにおいて自動化やAIをうまく活用している同業者か

ら洞察を得ることができる。

【参加様子】

• コンバージョン（購買される）の高いテクニックを説明した。例え

ば、一般の行程説明ではなく、全行程の説明を合わせ、このツ

アーを通じて得られるここだけ（Unique）体験も説明する。

• ChatGPTを活用し、これらの内容をより効率よく造成できる。

• 10x Tourismの事例から、AIを活用することで、高いROIを実

現できる。
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【市場調査】 参加したセッション概要
インクルーシブツーリズムに関するQ&A

【概要】

アクセシブル・アドベンチャーには大きな市場機会があるだけでなく、

このような旅行スタイルは、デスティネーションがより持続可能なもの

になるために必要なもの、すなわち、心を配り、意図的に行動し、

真のホスピタリティと顧客ケアを評価し、住民と訪問者の間で異文

化の尊重を促進する旅行者にマッチしている。しかし、業界はその

需要に応えておらず、観光開発のベンチマークとなる業界全体の基

準もない。このセッションでは、アクセシブル・ツーリズムの専門コンサ

ルタントと、インクルーシブ旅行商品を成長させるための旅を始めた

ツアー業界の同僚との対話を通じて、参加者はビジネスチャンスと

課題を検証し、革新的な解決策をワークショップ形式で学ぶ。

【参加様子】

• インクルーシブツーリズム、アクセシブルツーリズム、バリアーフリー

ツーリズム等の表現があるが、「どのような背景を持っている誰で

も快適かつ安全に旅行できる環境」を指している。

• 欧米・オーストラリアにおける障害者世帯（Purple dollar）

の消費力は、全体観光市場の20%を占めている。そのけん引

力は、ベビーブームの定年、適切な障害者向けの道具の質の

向上、インフラのバリアフリー、ダイバーシティの受け入れの拡大

等。

• 求めているのは、完璧ではなく、進歩。そのため、自然環境にお

いて、多くの制限（建築法等）がなく、自然環境を活用したア

ドベンチャーツーリズムでは、常に速やかに進化し続けるツアーを

提供することができる。
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【市場調査】 参加したセッション概要
交渉の余地のない持続可能な目的地を構築するためには

【概要】

このワークショップは、今すぐ行動に移し、観光客により責任ある選

択をしてもらうために、現実的で、シンプルで、手頃なステップを踏み

出そうとしているオペレーターやデスティネーションのためのものです。ミ

レーナ・ニコロヴァ博士は、良い方向へ行動を変えることはそれほど

難しいことではないことを納得させ、（持続可能性を向上させる以

外の目的で使用しないことを約束すれば）変革的なインパクトを

持つ3つのシンプルなテクニックを伝授します。これらのテクニックが、

あなたの旅行先やビジネスで実際に機能することを確認するにはど

うすればいいのでしょうか？エドモンド・モリスは、行動変容を測定す

るための実践的なステップと、持続可能性をより魅力的なものにす

る方法を紹介する。

【参加様子】

• 現在2%未満の観光客しか持続可能な商品を購入していない。

これは「intention-action gap（意図と行動の溝）」が発生

しいる。

• 解決するため、「ビヘイビアデザイン（行動設計）」を活用しな

いといけない。観光客は「魅力的」、「刺激的」、「やりがいのあ

る」体験を求めるから、旅行代理店は「ビヘイビアデザイン」を通

じて、オペレーションを標準化かつ楽なオペレーションに設計する

必要がある。

• フィンランドでは、 「ビヘイビアデザイン」を通じて、交渉の余地の

ない低炭素ツアーを提供している。トレッキングや公共交通での

移動だが、参加者から魅力的かつ刺激的なツアーと思ってもら

うように、「隠れた逸品」、すなわちあまり知られていないが、地

域の本当な文化を感じられるコンテンツを入れることが重要。
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【市場調査】 参加したセッション概要
リスクと危機管理のナビゲート

【概要】

オーシャンゲート・エクスペディションズの潜水艇の悲劇を受け、アド

ベンチャー・トラベルはメディアで脚光を浴びた。安全性、リスク、危

機管理に関する質問は、業界のリーダーやビジネス・マネージャーに

向けられました。このセッションでは、業界の同業者が、あらゆる危

機に直面した際に採用すべき有用な戦術、リスクを軽減する戦略、

そしてアドベンチャー旅行業界の知名度とプロフェッショナリズムを世

界的に高めるのに役立つ教訓を共有する。

【参加様子】

• ワークショップ形式で、ファシリテーターが議題を出し、参加者の

間で自由に意見を述べたり、悩みを述べたりし、ファシリテーター

が取りまとめる形で行った。

• 欧米の参加者はほとんどサプライヤー側の事業者のため、現在

それぞれの現状と課題、あと打開策を共有した。

• 事前調査を徹底し、リスク自体を把握したうえで、対策を落とし

ていくことが重要。
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【市場調査】 参加したセッション概要
ウェルネス写真ワークショップ：温泉と旅館

【概要】

1,000年以上もの間、日本の旅館は伝統的な浄化の儀式として

温泉を提供してきた。マーク・エドワード・ハリスは、ファインアート写

真とウェルネス・ツーリズムのトレンドという2つのレンズを通して、

ATWSに日本からのストーリーテリング・イメージのショーケースを携

えて戻ってくる。参加者は、これらのユニークな体験についての見識

を深め、世界中の多様な聴衆に向けたマーケティングのために、文

化的な感性に基づいた写真を効果的に使用するヒントを得ること

ができる。

【参加様子】

• 撮影における理性と感性の部分を教授し、実際に撮影のテク

ニックをまとめた内容の説明のほか、実際にスマートフォンを使っ

た撮影の練習も実施した。

• 講師（欧米）の視点から、日本の旅館に入室すると、日本の

ことを見ただけではなく、日本（文化）自体を体験しているとも

指摘した。そのため、写真のものだけではなく、感性的な表現も

提供できれば、欧米の観光客の心をつかむことが可能。
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【市場調査】 参加したセッション概要
アドベンチャートラベルガイドスタンダード

【概要】

2015年以降、政府機関、デスティネーション・マネージャー、企業

オーナーは、自社のガイドの品質とパフォーマンスを評価し、適切な

トレーニング・プログラムを決定する際に、アドベンチャー・トラベル・ガ

イド・スタンダード（ATGS）を参照するよう奨励されている。新人

ガイドもベテランガイドも、自らのパフォーマンスを評価する基準とし

てATGSを参考にしている。このセッションでは、責任ある旅行行動

を増やすためにガイドが負う責任が世界中のデスティネーションにとっ

て優先事項となる中、ATGSの過去と未来について非公式なディス

カッションを行う。

【参加様子】

• ファシリテーターがいるワークショップの形式で、参加者からの自

由発言による意見交換を実施した。

• ATWSが主導で作ったアドベンチャートラベルガイド基準

（ATGS）を紹介したうえ、参加者の所在地によって地域別で

グループ分け、ATGSを自分の所在地で認識させる方法を話し

合った。

• 日本チームでは、日本は基準の必要性の認識が低いため、ま

ず訪日観光客をガイドし、現場から世界基準のニーズを知って

もらう。また、LINE等でガイドグループを構築し、情報を交換し

合う沖縄のガイドネットワークを参考し、同業間の情報交換によ

り基準のニーズを高める。国や自治体、もしくはDMOがATGS

をガイドの必須項目にすることで、より効率よく浸透させる。
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【市場調査】 参加したセッション概要
サイクリングツーリズム

【概要】

アジアやオセアニアの文化は、日常生活にサイクリングを取り入れる

ことで知られており、自転車観光は、ここでの冒険旅行体験の長年

の要素でもある。サイクリング・プロバイダーや愛好家からなるATTA

のグローバル・コミュニティは成長を続け、アドベンチャー・ツーリズムの

リーダーとして協力する新しい革新的な方法を見出している。本

セッションでは、そうしたリーダーたちの交流を促進するための集いの

場を提供する。

【参加様子】

• ファシリテーターがいるワークショップの形式で、参加者からの自

由発言による意見交換を実施した。

• 現在それぞれの地域が直面しているサイクルツーリズムの課題や

チャレンジを話し合ってから全員に共有した。

• 具体的に以下の通り

• オーバーツーリズム

• 気候変動

• ライセンスを持っているガイドが少ない

• 一部の地域はサイクルツーリズムの構築方法とプロモーショ

ン方法がわからない。

• 予約システムとナビゲーションが高単価のため、導入困難。
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【市場調査】 参加したセッション概要
日本のサプライヤーのための持続可能性と気候変動対策

【概要】

自然や文化に根ざした観光はもちろんのこと、観光活動が問題で

はなく、地域にとって解決策の一部となるよう細心の注意を払うこと

が求められている。 高山氏は20年以上アジアにおけるエコツーリズ

ムの振興に携わった経験から、持続可能な観光がどのように発展し

てきたかについて国内の観光事業者と共に語る。

【参加様子】

高山さんがファシリテーターを務め、現場でATに取組む旅行事業

者の3名（あなぶきトラベル、インアウトバンド仙台・松島、北海道

アドベンチャートラベル協議会）が日本のATにおけるサステナビリ

ティの現状と課題について語り合った。内容は以下の通りにまとめた。

• 「観光は課題解決のための手段」は世界の流れ。

• 「レスポンシブル・トラベラー」という考え方

• 周囲やお客様に理由を説明し、価値観を共有しよう。

• 観光において、良いことを最大限に、負荷を最小限にする。

• スモールスタート＝できることからやろう。

• 楽しくないと売れない。サステナブル＋魅力が必要

• 賛同する人と共に歩み、皆で楽しんでやる。
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【セールス】 参加したセッション概要
商談会

【概要】

世界中のインバウンドツアーオペレーターや宿泊施設が参加し、潜

在的なパートナーとのつながりや商談、ブランドのプロモーションを行

うための集中的な場を提供する。世界中のバイヤー（アウトバウン

ド・ツアー・オペレーター、ホールセラー、トラベル・アドバイザー）が

マーケットプレイスに参加し、質の高い紹介や商品開発に関する

ディスカッションを行う。

【参加様子】

• 大会のアプリを利用し、事前に登録しているバイヤーの情報を

把握したうえ、商談したいバイヤーを選択したあと、事務局から

マッチングを実施する。

• 今回選択したのは、サイクルツーリズム、トレッキング、カヤッキン

グ、マルチアクティブティ等を取り扱っているバイヤー

• 事務局がタイムテーブルを組み、指定した時間でマッチングした

バイヤーと12分商談した。

• 商談内容は岩木川のツアー概要と素材の提供。スポーツツーリ

ズムの内容とリンクも共有した。

• 国によって要望が異なる。具体的な要望はネットワーキング構

築の報告でまとめる。
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【セールス】 ネットワーキング構築と要望調査結果
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No. 会社名 国 要望・ニーズ 構築場所

1
UnTours & UnTours
Foundation

アメリカ
1～2週間の滞在。1軒のホテルまたは短期滞在可能なマン

ションやコテージを滞在し、放射状で観光するのが望ましい。
商談会

2 Intrepid オーストラリア 10～16名。揃えたサイクルをレンタルしたい。 商談会

3 Nomade Aventure フランス 4～10名。フランス語のガイドが望ましい。 商談会

4 JUMP Adventures アメリカ 商談会

5 SNP Natuurreizen オランダ 商談会

6 OARS アメリカ 商談会

7 Root Adventures アメリカ
低炭素の移動が希望のため、岩木川沿いから離れるのであれ

ば、岩木川沿いでキャンプでも可能。
商談会

8 BikeHike Adventures カナダ 商談会

9 TOKYO WAY 日本
お客様の多くは定年退職した年配者のため、簡単なアウトドア、

特に東北での自然で満喫できるコンテンツが望ましい。

別途時間を設定し、

会場にて

10 近畿ツーリスト 日本

北海道だけではなく、広域の視点で、北東北との連携を希望。

特に北東北でインバウンドに慣れている事業者が限られている

ため、積極的に連携を希望。

別途時間を設定し、

会場にて

11 Alboatros travel デンマーク クルーズ船のため、大人数の対応可能事業者を探している。
Day of 

Adventure



No. 会社名 国 要望・ニーズ 構築場所

12 EXO Adventure Japan 日本
サイクルツーリズムを多く取り扱っているため、東北のニーズもあ

るが、英語ガイドを探している。

オープニングセレモ

ニー

13 Tripseed タイ

タイで欧米観光客を受け入れている旅行代理店。タイで成功

しているため、モデルを日本にも展開したい。そのため、日本の

DMCを探しているが、管理層の女性の割合と年齢層も重要

視しているため、難航している。

ランチ

14 東武トップツアーズ 日本 クルーズ船のため、大人数の対応可能事業者を探している。
Day of 

Adventure

【セールス】 ネットワーキング構築と要望調査結果（続き）
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ATWS全体考察まとめ
• ATWS全体について

• 分科会の形式よりも、参加者から課題を共有し合い、ファシリテーターが取りまとめ、参加者全員が共に成長していくワーク

ショップ形式が多く用意されている。こういうワークショップにおいても、欧米の参加者は積極的に発言し、意見交換する傾向が多

く見られた。（理由の1つは、英語は唯一のコミュニケーションの言語でもあるが、アジアにおいてはファシリテーターがいるワークショッ

プはまだ主流ではない可能性もある。）

• ネットワーキング構築は、商談会のみではなかった。今回は昼食会場をはじめ、オープニングセレモニーでの夕食会場、アドベン

チャーツアー体験でも構築できた。

• アドベンチャーツーリズム全体傾向について

• アドベンチャーツーリズム自体は限られた人しか参加できないわけではなく、SDGsの「誰一人取り残さない」のように、インクルーシ

ブツーリズムとして、誰でも楽しむアドベンチャーツーリズムのニーズが成長している。（全体市場の20%）

• サスティナブルツーリズム自体はすでにアドベンチャーツーリズムの土台となっている。受け入れ体制から、目的地管理、体験内容

等アドベンチャーツーリズムに係るものはサスティナブルツーリズムをベースに造成するのは当然となっている。

• 交渉の余地のないサスティナブルツーリズムを構築するため、ビヘイビアデザインを活用し、 「隠れた逸品」、すなわちあまり知られて

いないが、地域の本当の文化が感じられるコンテンツを入れることが重要。

• ほかのタイプの観光コンテンツと同様、AIを取り入れ、より効率なオペレーションと高い販売体制を構築しつつある。

• 欧米のバイヤーのニーズについて

• 地域の観光コンテンツやツアーを販売するDMCを求めている。ほとんどは地域のDMCを経由し、アドベンチャーツーリズムに係る

コンテンツを手配し、お客様に販売する。また、可能であれば多様な商品を販売するDMCを求めている。

• DMCをはじめ、連携する企業の管理体制をチェックする傾向がある。特にジェンダー平等の意識が高く、サプライヤーのメンバー

だけではなく、管理層において、女性の割合を確認する傾向が多い。
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ATWS全体考察まとめ
• 欧米のバイヤーのニーズについて（続き）

• 多くのバイヤーはまず英語のガイドがいるかを確認してきた。特に青森だけではなく、東北地方において、英語でアウトドア（サイク

リング・トレッキング等）ガイドの紹介も求められている。

• ニーズが多様化している。1か所の宿泊施設（ホテルをはじめ、マンション、アパート等でも良いバイヤーもいる）に滞在し、アウト

ドアを体験したいニーズもあれば、岩木川ツアーの提案内容のように、毎日宿泊場所が変わっても大丈夫なバイヤーもいる。

• サスティナブルツーリズムの視点から、できるだけ車での移動は避けたい。車での移動で遠い場所の宿泊施設に行くなら、ゴールの

近くにある普通の宿泊施設、またはキャンプのほうが良い。

• アドベンチャーツーリズムの受け入れについて

• 先述したとおり、英語で地域のストーリーを説明することができるガイドを求めている。さらに、リスク管理や状況による調整の対

応も求められている。

• ガイドのスタンダート化が進んでいる。従来のガイドスキル、安全性・リスク管理、サービスと旅程管理、自然文化の解説に加え、

持続可能性も求められている。

（参考リンク：https://cdn-content.adventuretravel.biz/files/2023/653c39a6cd73e1.56859421/ATGS-

2021.pdf）

• サイクリングツーリズムについて

• 欧米では、サイクリング自体はオールドファッションと思われているから、若者からの関心が薄いに対し、アジアでは流行の象徴

のため、多くの若者が興味を示した。したがって、欧米のサイクリングツーリズムの年齢層はアジアより高い。そのため、欧米に

対するターゲット設定をはじめ、商品造成もターゲットに合わせた調整が必要。
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ATWS全体考察まとめ
• 旅行商品の構成について

• 現在東北には欧米からの直行便がないため、必ず羽田インアウトとなる。そのため、青森だけではなく、東京から青森までの途中

に、ほかの地域のアドベンチャーツーリズムのコンテンツを取り入れる必要がある。また、サスティナブルツーリズムの視点から、欧

米のバイヤーは新幹線利用の優先順位が高い。最後に青森空港や新千歳空港に移動し、羽田空港に戻る。このようなコースが

多く希望されている。

97


	表紙・目次
	スライド 0: 岩木川に沿ったニュースタイルのトライアスロン造成・検証事業 事業報告書
	スライド 1: 目次

	まとめ
	スライド 2: 事業と実施結果の全体概要
	スライド 3
	スライド 4: 取組概要と実施体制
	スライド 5: 行程表（ガントチャート）
	スライド 6: 実施概要
	スライド 7: 実施概要
	スライド 8: 実施結果（KPI）
	スライド 9: 造成した行程最終案

	【取組1】実施詳細
	スライド 10: 取組実施詳細報告
	スライド 11: 1回目造成ワークショップ
	スライド 12: 1回目造成ワークショップ
	スライド 13: 2回目造成ワークショップ
	スライド 14: 2回目造成ワークショップ
	スライド 15: 3回目造成ワークショップ
	スライド 16: 3回目造成ワークショップ
	スライド 17: 3回目造成ワークショップ

	【取組2】実施詳細
	スライド 18: 取組実施詳細報告
	スライド 19: モニターツアー概要
	スライド 20: 1回目モニターツアー
	スライド 21: 1回目モニターツアー
	スライド 22: 1回目モニターツアー
	スライド 23: 2回目モニターツアー
	スライド 24: 2回目モニターツアー
	スライド 25: ２回目モニターツアー

	【取組2】アンケート実施詳細
	スライド 26: 取組実施詳細報告
	スライド 27: アンケート概要
	スライド 28: 分析結果まとめ
	スライド 29: 実施結果のまとめ
	スライド 30: トレッキングについて （D1の白神山地）
	スライド 31: 【トレッキング】　満足度と強度
	スライド 32: 【トレッキング】　ガイドの満足度とガイドサポート資料の理解度
	スライド 33: 【カヤッキング】　満足度と強度
	スライド 34: 【カヤッキング】　ガイドの満足度とガイドサポート資料の理解度
	スライド 35: 【サイクリング】　満足度と強度
	スライド 36: 【サイクリング】　ガイドの満足度とガイドサポート資料の理解度
	スライド 37: 【ヨガ】　満足度と強度
	スライド 38: 【ヨガ】　ガイドの満足度とガイドサポート資料の理解度
	スライド 39: 【食事】　満足度
	スライド 40: 【宿泊】　満足度
	スライド 41: 【全体評価】　満足度と強度
	スライド 42: 【全体評価】　テーマの好感度
	スライド 43: 【全体評価】　印象深いコンテンツTOP5
	スライド 44: 【全体評価】　再訪問意欲度と推薦度
	スライド 45: 【全体評価】　費用感
	スライド 46: 【全体評価】　ツアーのキーワード

	【取組3】実施詳細
	スライド 47: 取組実施詳細報告
	スライド 48: プロモーション素材制作
	スライド 49: ホームページ制作
	スライド 50: ホームページ制作

	【取組4】実施詳細
	スライド 51: 取組実施詳細報告
	スライド 52: ガイド内容の多言語化
	スライド 53: ヨガのガイド資料
	スライド 54: ヨガのガイド資料
	スライド 55: ヨガのガイド資料
	スライド 56: ヨガのガイド資料
	スライド 57: ヨガのガイド資料
	スライド 58: ヨガのガイド資料
	スライド 59: トレッキングのガイド資料
	スライド 60: トレッキングのガイド資料
	スライド 61: トレッキングのガイド資料
	スライド 62: トレッキングのガイド資料
	スライド 63: トレッキングのガイド資料
	スライド 64: サイクリングのガイド資料
	スライド 65: サイクリングのガイド資料
	スライド 66: サイクリングのガイド資料
	スライド 67: サイクリングのガイド資料
	スライド 68: サイクリングのガイド資料
	スライド 69: サイクリングのガイド資料
	スライド 70: サイクリングのガイド資料
	スライド 71: サイクリングのガイド資料
	スライド 72: カヤックのガイド資料
	スライド 73: カヤックのガイド資料
	スライド 74: カヤックのガイド資料
	スライド 75: カヤックのガイド資料
	スライド 76: カヤックのガイド資料

	【取組5】実施詳細
	スライド 77: 取組実施詳細報告
	スライド 78: ATWSでの市場調査
	スライド 79: プログラム（太字赤字は参加したセッション）
	スライド 80: プログラム（太字赤字は参加したセッション）
	スライド 81: 【市場調査】　参加したセッション概要
	スライド 82: 【市場調査】　参加したセッション概要
	スライド 83: 【市場調査】　参加したセッション概要
	スライド 84: 【市場調査】　参加したセッション概要
	スライド 85: 【市場調査】　参加したセッション概要
	スライド 86: 【市場調査】　参加したセッション概要
	スライド 87: 【市場調査】　参加したセッション概要
	スライド 88: 【市場調査】　参加したセッション概要
	スライド 89: 【市場調査】　参加したセッション概要
	スライド 90: 【市場調査】　参加したセッション概要
	スライド 91: 【市場調査】　参加したセッション概要
	スライド 92: 【セールス】　参加したセッション概要
	スライド 93: 【セールス】　ネットワーキング構築と要望調査結果
	スライド 94: 【セールス】　ネットワーキング構築と要望調査結果（続き）
	スライド 95: ATWS全体考察まとめ
	スライド 96: ATWS全体考察まとめ
	スライド 97: ATWS全体考察まとめ




